
PROFILE
「観て、聴いて、感じる」多彩な音楽が魅力の打楽器奏者。幼少
より国際文化交流を通して演奏経験を積む。武蔵野音楽大学卒業、
特修科修了、同大学奨学生。第 23回日本打楽器協会新人グラン
プリ、第 1回岩城賞、第 11 回松方ホール音楽賞など受賞多数。
国内外のコンサートで創造性豊かな音楽を届け、学校や地域での
アウトリーチ活動も行う。寄り添うアプローチから独創的な舞台
演出まで幅広く、多種多様なコラボレーションや作編曲、プロ
デュースも多い。2018 年リサイタルにて音のインスタレーショ
ンを演出。2019 年ドイツ・ベルリン及びハンブルク公演に招聘。
2020 年岡本太郎美術館にて歴史的なバシェ音響彫刻の復刻演奏
を行った。人や地域をツナグ Smile Music と、新しい身近な音
楽提案 Next Music を立ち上げる。地域連携事業では企画WS
から実現に至るまでのファシリテートも行う他、アウトリーチ研
修の講師も務める等、後進の育成にも力を入れている。

これまで 4 枚の CD をリリースし、「Marimba Classics」が
2011 年間最優秀録音盤に選出、2021 年「Marimba Smile ～涙
のあとに」はレコード芸術誌をはじめ高い評価を得た。（公財）
ソニー音楽財団や各種ホールとの連携による動画配信の新しい取
り組みにも参加している。工藤昭二・美恵、吉原すみれ、石川武
各氏に師事。世界的指揮者Ray E. Cramer 氏より『素晴らしい
テクニック、創造性、音楽的感性を活かし、卓越した力量を発揮
している。』と評されている。メディカルハーブやヨガ、心理学
など心身への造詣も深め、一人一人の呼吸に寄り添うような音空
間も魅力。（一財）地域創造・公共ホール音楽活性化事業登録アー
ティスト。こおろぎ社（マリンバ）、REMO（ワールドパーカッショ
ン）、Protection Racket（ケース）、各エンドーサー。YOGA 
RYT200 修了、認定心理士、ハーバルセラピスト。　https://
sayakanojiri.com/

自己PR
2010 年の初おんかつから、音楽を見つめ直して人の繋がりに感謝する日々。特に、この 2年は親戚のように繋がる各
地の皆様とおんかつの先輩方や仲間とともに、今できるベストを！と試行錯誤の挑戦を繰り返してきました。そして今、
どんなに物理的な距離があっても「温度感と距離感」「想い」は届くと確信しています。打楽器は、祭事や祈り、喜怒哀
楽、どんな時代も人の生活の近くにありました。人とともに打破していくエネルギーを持っています。さぁ、足音を響
かせて！人を、明日を「ツナグ」一歩を、一緒に踏み出しましょう！せーの！（ドンッ）

やってみたいアクティビティとコンサート
＊今こそ！根源的なパワー＆コミュニケーション＝打楽器
大昔、湧き上がる想いを伝え合うために生まれた楽器は、「音で語る」コミュニケーションの核。ボディーパーカッショ
ンや音そのものにもパワーが秘められています。　例）コール＆レスポンス / 振動ブルブル体験 / 生まれる前に出逢う
音 など
＊新しい扉がヒラク、ヒントいっぱいのアウトリーチ！
スポーツ、読書、美術、勉強…一人一人が好きなことに置き換えて「こんな視点もあるのかな」「探すことって面白いか
も」「今日は風が違うな、空は何色かな」そんなきっかけの１つになりたい。フレキシブルな構成でヒントを散りばめま
す！　例）バスケットボールで音楽 /スネア１台から何種類の音？ /未知のリズム /観る音楽 など
＊太鼓もマリンバも…シンプルな波動とともに、呼吸や鼓動、想いに寄り添う
元気でパワフルな音楽、それは打楽器のほんの一部。「揺らぎや間」に身を委ねる音空間を。何より大切なのはその時間、
その空間を一緒に過ごすこと。　例）小学校や一般向けの他、特別支援学級や不登校の子供達、0歳～向けアプローチ
も（認定心理士、ヨガの資格有）
＊地域文化や多種多様なコラボも大歓迎！作曲や演出も！
各地の伝統や生活には音があり、リズムがある。そのエッセンスを軸に唯一無二の創作公演。　例）地域の 1日の音物
語 /伝統芸能や祭りを作品に /口伝と音楽 /絵画コラボ /子供達と共演 など

【所属マネジメント】
株式会社ノジリスタジオ
住所：〒 332-0011 埼玉県川口市元郷 2-15-31
TEL：048-222-4293　FAX：048-224-8280
担当：野尻 小矢佳　E-mail：nojiri.studio@gmail.com

埼玉県出身　埼玉県在住

パーカッション＆ボイス

野尻 小矢佳
の じ り  さ や か
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